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第
三
章

徳

本

上

人

徳
本
上
人
は
、
恰
も
宗
祖
法
然
上
人
の
六
百
年
祭
に
生
れ
合
ひ
給
ひ
し
よ
り
、
祖
師
大
師
の
再
來
と
崇
め
ら
れ
、
そ
の
念
佛
行
者

と
し
て
の
大
徳
に
封
し
て
は
、
上
は
仙
洞
柳
營
の
奥
よ
り
下
は
走
婦
牧
童
に
至
る
ま
で
、
随
喜
渇
仰
の
徒
全
國
に
幾
十
萬
を
數
へ
る

程
で
あ
つ
た
。
畏
く
も
第
百
十
七
代
後
櫻
町
天
皇
よ
り
特
に
住
吉
上
人
と
迄
仰
せ
出
だ
さ
れ
た
。
以
て
赤
塚
山
を
中
心
に
寛
政
十
年

よ
り
同
十
二
年
ま
で
約
三
ケ
年
に
及
ぶ
、
そ
の
化
導
法
雨
の
程
を
察
す
べ
き
で
、
左
に
其
傳
記
、
法
話
、
遺
跡
等
を
記
し
往
昔
敬
仰

の
一
端
を
偲
ぶ
と
共
に
、
赤
塚
公
園
と
し
て
永
久
に
遺
さ
れ
ん
と
す
る
本
地
に
、
清
遊
す
る
人
々
の
回
顧
々
望
に
資
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
、
徳
本
上
人
傳

桓
武
天
皇
の
後
裔
畠
山
尾
張
守
政
長
の
次
子
久
俊
は
、
父
戦
死
後
紀
州
の
山
林
に
隠
れ
て
田
伏
氏
を
名
乗
る
。
其
七
代
の
孫
を
三

太
夫
と
言
ひ
即
ち
徳
本
上
人
の
父
に
し
て
、
母
は
鹽
崎
氏
の
女
な
り
。
男
子
な
き
を
歎
き
私
に
夫
婦
は
三
寶
に
祈
請
す
。
母
或
夜
蓮

華
を
飲
む
と
夢
見
る
事
あ
り
て
、
賓
歴
八
年
戊
寅
の
六
月
二
十
二
日
午
の
正
中
、
和
歌
山
縣
日
高
郡
志
賀
谷
久
志
村
に
て
生
ま
る
。

時
に
異
香
室
に
満
ち
蓮
の
初
め
て
開
く
時
に
異
な
ら
ず
。

人
々
奇
異
に
思
ふ
。
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幼
名
を
三
之
丞
と
言
ひ
眼
に
重
瞳
あ
り
、
雙
眸
輝
き
て
晴
夜
の
星
の
如
し
と
い
ふ
。
賓
暦
九
年
秋
八
月
十
五
日
の
夕
即
ち
二
歳
の

秋
姉
に
抱
か
れ
な
が
ら
、
出
る
月
の
玲
瓏
た
る
を
見
給
ひ
て
南
無
阿
彌
陀
佛
と
ぞ
唱
へ
ら
れ
け
り
と
い
ふ
。
日
常
の
遊
び
に
は
竹
馬

鳩
車
を
好
ま
ず
、
か
り
そ
め
の
遊
に

も
仏
を
慕
い
、
笠
を
頂
に
つ
け
て
は

仏
の
後
光
に
擬
し
、
指
を
屈
め
て
は

印
契
を
學
び
、
群
児
に
使
命
す
る
に

も
樹
下
石
上
に
あ
り
て
我
は
佛
な
り

等
申
さ
れ
け
る
。

四
歳
の
時
隣
家
の
児
虎
之
丞
の
突

然
死
せ
る
を
視
て
、
誰
人
で
も
此
の

如
く
急
病
に
て
死
ぬ
事
も
有
る
か
と

母
に
尋
ね
し
所
、
老
少
不
定
の
世
誰

人
で
も
頼
み
難
き
事
を
聞
き
て
、
幼

年
の
心
中
に
も
何
と
な
く
身
の
頼
み

難
き
事
を
思
ひ
、
只
今
に
て
も
相
果

て
な
ば
、
後
世
い
か
な
る
所
に
生
じ

叉
如
何
な
る
事
に
相
成
る
か
と
、
後
世
を
恐
れ
る
心
起
り
、
切
に
念
仏
を
唱
へ
ら
れ
し
と
い
ふ
。

九
歳
の
春
出
家
を
懇
請
さ
れ
し
も
、
嫡
子
な
れ
ば
父
母
之
を
許
さ
す
。
師
至
孝
な
れ
ば
又
強
い
て
求
め
ず
。
十
歳
頃
よ
り
念
珠
を

袖
に
、
夙
に
起
き
夜
に
寝
て
農
業
を
手
博
ひ
、
耕
田
採
薪
の
間
常
に
佛
名
を
絶
た
ず
。
此
の
邊
莨
の
葉
に
虫
つ
き
し
事
あ
り
け
る
が
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師
の
念
佛
を
唱
へ
つ
ゝ
畑
を
廻
ら
る
ゝ
に
及
び
虫
何
虚
に
か
其
跡
を
た
ち
し
と
い
ふ
。

十
六
歳
の
四
月
二
十
二
日
三
寶
に
誓
ひ
晨
に
二
時
の
勤
行
を
勤
め
、
線
香
四
柱
を
一
時
と
し
て
勵
精
念
佛
し
、
暁
の
勤
終
る
と
も

東
方
な
ほ
明
け
ざ
る
時
は
、
自
ら
草
鞋
を
作
り
巡
禮
道
者
等
に
施
さ
れ
た
り
。
さ
て
も
書
夜
の
勤
に
時
に
睡
魔
至
り
て
晨
の
念
佛
の

時
を
失
す
る
事
も
あ
ら
ん
と
て
、
此
頃
よ
り
師
は
平
臥
を
禁
じ
給
ふ
。
節
句
の
祝
や
村
祭
に
男
女
酒
宴
囲
碁
等
を
す
る
に
、
師
は
一

人
後
の
山
中
の
洞
に
入
り
て
木
鉦
を
叩
き
念
佛
禮
拝
三
昧
に
過
し
給
ふ
。

安
永
五
年
十
九
歳
山
春
父
の
病
篤
し
。
乃
ち
醫
薬
を
求
む
る
為
屡
々
和
歌
山
に
到
る
。
羊
膓
た
る
山
路
十
餘
里
（
此
頃
五
十
町
一

里
は
り

）
を
朝
家
を
出
で
て
夕
必
ず
歸
り
、
病
劇
し
い
時
に
は
一
月
に
十
徐
度
に
及
ぶ
も
人
に
頼
ら
ず
至
誠
看
護
に
努
め
し
も
其

、

験
な
く
、
其
年
の
三
月
二
十
五
日
遂
に
六
十
七
歳
に
て
父
逝
く
。
或
年
の
冬
雪
い
た
く
降
り
し
か
ば
、
母
の
爲
薪
を
爐
に
入
れ
け
る

時
、
髪
白
き
老
翁
、
門
の
戸
よ
り
の
ぞ
き
け
り
。
師
は
廻
國
行
者
と
思
ひ
「
暫
し
此
火
に
當
り
た
ま
へ
。
と
言
は
れ
け
れ
ば
老
翁
つ

と
入
り
「
君
の
相
好
は
凡
人
な
ら
ず
後
日
世
の
為
人
の
為
い
み
じ
き
知
識
と
こ
そ
成
給
ふ
、
之
ま
ゐ
ら
す
な
り

」
と
文
一
枚
を
取

。

り
出
す
。
戴
き
て
讀
給
へ
る
ひ
ま
に
、
老
翁
何
虚
へ
か
行
き
て
見
え
ず
な
り
ぬ
。
こ
れ
な
ん
例
の
一
枚
起
請
文
な
り
。
師
之
を
見
て

「
往
生
極
楽
の
明
證
之
に
過
ぎ
ず

」
と
て
之
を
襟
に
か
け
ら
れ
た
り
。

。

天
明
二
年
の
春
歳
二
十
五
に
し
て
、
久
志
村
よ
り
約
一
里
半
な
る
財
部
村
の
往
生
寺
住
職
大
圓
よ
り
戒
を
受
け
、
超
え
て
天
明
四

年
二
十
七
歳
の
節
、
再
び
慈
母
に
告
げ
頻
に
出
家
を
請
は
れ
し
所
漸
く
許
さ
る
。
そ
こ
で
妹
に
財
産
を
譲
り
母
へ
の
孝
養
を
頼
み
お

き
、
六
月
二
十
七
日
前
記
大
圓
上
人
に
從
ひ
て
剃
度
し
て
徳
本
と
稱
し
、
之
よ
り
志
操
愈
々
堅
固
に
し
て
益
々
念
佛
に
勵
む
。

天
明
五
年
二
十
八
歳
の
春
、
大
瀧
川
日
正
寺
に
寓
す
。
即
ち
住
持
大
良
和
尚
と
共
に
、
日
々
妙
麦
一
合
を
以
て
食
に
充
て
三
十
日

を
期
し
晝
夜
無
限
に
念
佛
禮
讃
し
け
る
に
、
大
良
和
尚
は
四
日
を
経
て
堪
へ
ず
し
て
退
く
。
師
は
羸
相
形
に
現
は
る
ゝ
も
聊
も
ひ
る

ま
ず
。
道
念
ま
す
ま
す
盛
な
り
。
師
此
頃
人
に
語
り
て
曰
く
「
何
事
も
一
道
を
貫
通
せ
ん
と
思
は
ん
者
は
、
艱
難
苦
行
を
經
て
錬
磨

を
重
ね
ざ
れ
ば
其
妙
處
に
到
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
何
事
も
初
は
か
ら
き
事
に
思
へ
ど
も
、
漸
く
に
し
て
自
ら
平
易
の
場
に
到
る
も
の
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な
り

」
と
、

。
當
寺
に
在
り
て
は
心
の
儘
に
念
佛
修
業
も
出
來
ず
と
て
其
後
俄
に
往
生
寺
を
出
て
、
孤
錫
飄
然
と
し
て
牛
津
川
村
に
至
り
、
二

疊
敷
程
の
草
庵
を
結
び
て
延
請
す
。

天
明
六
年
二
月
十
七
日
同
村
落
合
に
寓
す
。
苦
修
練
行
七
た
び
寒
暑
を
経
て
、
飽
食
暖
衣
し
て
睡
眠
懈
怠
を
恐
れ
身
に
裙
の
上
に

麻
の
七
粂
の
け
さ
一
肩
を
纏
ふ
の
み
に
て
餘
服
を
蓄
へ
ず
。
避
穀
斷
鹽
し
て
日
に
唯
一
度
蠶
豆
の
粉
一
合
を
食
料
と
し
、
丑
の
時
よ

り
渓
流
に
垢
離
す
る
晝
夜
七
度
、
五
體
を
地
に
投
げ
て
佛
名
を
唱
ふ
る
こ
と
日
課
に
數
千
遍
念
佛
の
外
又
他
言
を
雑
え
ず
。
道
心
竪

剛
に
し
て
行
歩
少
し
も
懈
ら
ず
。
餘
り
の
苦
行
に
音
聲
か
れ
て
言
語
を
發
す
る
事
能
は
ず
。
咽
喉
の
中
い
た
く
損
じ
て
強
い
て
聲
を

發
す
れ
ば
口
痛
み
齒
う
ご
き
、
眼
耳
鼻
よ
り
手
足
の
指
頭
に
至
る
ま
で
、
惣
身
に
痛
徹
す
る
事
言
語
に
絶
す
。
兩
の
股
腫
れ
た
ゞ
れ

悪
汁
流
れ
痛
に
堪
へ
ず
。
薬
を
用
ふ
る
も
甲
斐
な
し
。
皮
肉
破
れ
恰
も
藥
研
の
口
の
如
し
。
さ
れ
ど
丑
時
の
勤
行
は
少
し
も
怠
ら
ざ

り
き
。
寛
政
三
年
三
十
四
歳
の
冬
十
月
行
脚
の
志
を
抱
き
、
日
高
郡
萩
原
村
を
過
ぐ
る
に
邑
中
の
男
女
師
の
袂
に
す
が
り
て

「
あ
は
れ

、

こ
ゝ
に
留
ら
せ
給
ひ
て
我
等
の
後
世
助
さ
せ
給
へ

」
と
懇
に
乞
ひ
し
か
ば
、
此
村
の
谷
の
傍
に
草
庵
を
結
ぶ
。
毎
夜
村
中
の
男
女

。

數
多
念
佛
に
來
る
。
師
は
人
の
寝
静
ま
り
て
後
、
附
近
を
遊
行
念
佛
す
る
事
凡
二
里
な
り
。

初
め
て
出
家
し
て
よ
り
以
來
、
縄
床
に
端
座
し
て
別
に
寝
所
な
く
、
晝
夜
不
臥
に
て
あ
り
。
又
日
夜
法
衣
を
脱
せ
ず
、
大
小
便
利

の
外
利
生
の
事
に
あ
ら
ざ
れ
ば
未
だ
嘗
て
禪
床
を
下
ら
ず
。
或
時
大
戒
を
得
ん
と
欲
し
、
一
七
日
を
期
し
善
導
大
師
に
禮
る
。
期
満

ち
て
机
上
に
梵
網
戒
経
を
感
得
す
。

頂
載
披
閲
し
て
自
然
文
義
に
通
曉
す
。

寛
政
五
年
萩
原
を
去
り
鹽
津
谷
に
寓
す
。
漁
者
樵
夫
等
渇
仰
崇
信
利
盆
日
に
熾
な
り
。
翌
年
夏
四
月
上
國
に
観
光
す
。
秋
九
月
熊

野
三
山
に
詣
で
、
到
る
所
に
化
を
布
き
機
に
從
ひ
教
を
垂
る
。
冬
十
月
歸
り
て
鹽
津
に
寓
す
。
師
は
稚
よ
り
文
字
を
習
は
ず
義
學
を
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事
と
せ
ず
始
め
得
度
す
る
時
、
受
業
師
に
從
ひ
僅
に
彌
陀
経
の
句
讀
を
習
ふ
の
み
。
然
る
に
念
佛
三
味
業
事
成
就
し
て
自
然
智
を
發

得
し
、
自
ら
繪
詞
傳
語
燈
録
等
を
讀
み
て
宗
要
を
領
解
し
大
乗
玄
理
に
通
達
し
、
學
人
と
接
す
る
に
及
び
法
界
一
如
事
理
圓
融
一
微

塵
に
十
法
界
を
容
れ
、
一
毛
端
に
諸
佛
刹
を
含
む
の
妙
致
を
説
く
。
臨
池
を
事
と
せ
ず
善
く
彌
陀
號
一
枚
起
請
等
を
書
し
、
又
佛
像

及
び
自
ら
の
肖
像
を
畫
き
兼
ね
て
木
像
を
刻
す
。

三
十
七
年
の
冬
十
一
月
有
田
郡
須
谷
村
天
神
山
に
棲
遲
す
。
同
七
年
秋
七
月
古
城
山
の
絶
頂
に
閑
居
し
、
頂
上
の
巌
石
に
四
尺
の

差
懸
し
て
給
仕
の
外
宗
人
の
往
來
は
一
切
断
ち
、
一
千
日
禮
拝
念
佛
を
な
す
。
道
俗
化
を
慕
ひ
念
佛
勝
端
を
感
見
し
往
生
を
得
る
者

夥
し
。
或
時
弟
子
某
に
語
り
て
曰
く
「
我
恒
に
極
樂
浄
土
樹
啼
鳥
天
樂
微
妙
自
然
妙
法
を
聞
き
我
巳
に
音
響
忍
を
獲
た
り

」
又
曰

。

「
妙
門
は
是
れ
一
切
衆
生
の
良
福
田
な
り
。
道
業
を
修
む
る
を
以
て
信
心
の
檀
越
己
れ
の
分
を
減
じ
て
之
を
施
與
す
。
然
れ
ば
則
ち

一
薪
一
草
と
雖
も
容
易
に
費
用
す
べ
か
ら
ず
。
是
を
以
て
我
一
日
勤
め
ざ
れ
ば
一
日
食
は
ず
と
誓
ふ
。
故
に
出
家
以
還
未
だ
一
日
も

懈
怠
せ
ず

」
と
、

。

四
十
一
歳
の
夏
五
月
自
誓
し
て
梵
網
五
十
八
戒
を
受
く
。
前
方
便
中
異
光
を
見
て
寶
華
を
感
ず
。

。

。

爾
後
法
隆
寺
叡
辨
律
師
に
謁
し
て
從
前
の
好
相
を
語
り
親
し
く
印
可
を
蒙
る

爾
來
衣
鉢
座
具
等
を
持
護
し
須
臾
も
身
を
離
さ
ず

寛
政
九
年
の
秋
八
月
攝
州
呉
田
吉
田
氏
の
請
に
應
じ
て
住
吉
山
草
庵
に
住
す
。

同
十
二
年
の
秋
九
月
紀
伊
の
太
守
徳
川
治
寶
、
徳
本
の
道
徳
を
欽
仰
し
草
庵
を
有
田
山
に
構
へ
、
郷
貫
に
還
り
て
念
佛
門
を
弘
通

す
べ
き
の
命
あ
り
。
因
て
紀
伊
に
歸
り
四
部
を
利
導
す
。

亨
和
元
年
の
冬
四
十
四
歳
の
時
、
攝
州
勝
尾
寺
闔
衆
の
招
請
に
應
じ
て
松
林
庵
に
寓
す
。
結
縁
の
道
俗
星
羅
雲
結
す
。

亨
和
三
年
四
十
六
歳
の
冬
十
月
洛
東
獅
子
谷
の
法
然
院
に
於
て
鬚
髪
を
剃
り
内
衣
を
用
ふ
。
初
め
出
家
以
來
出
居
巌
棲
、
苦
修
練

行
寸
陰
を
惜
ん
で
剪
爪
除
髪
の
事
さ
へ
無
か
り
し
が
、
頃
者
梢
化
他
の
因
縁
熟
し
て
人
氣
を
近
づ
く
る
と
共
に
元
來
長
髪
の
沙
門
の

正
儀
に
あ
ら
ざ
る
事
を
想
ふ
て
此
の
事
あ
り
。
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同
年
十
一
月
關
東
に
下
向
す
。
小
石
川
傳
通
院
貫
主
君
譽
智
嚴
優
遇
し
て
具
に
傳
法
相
承
の
事
あ
り
。

文
化
元
年
四
十
七
歳
の
夏
日
光
に
詣
で
同
三
年
正
月
よ
り
八
月
に
亘
り
越
前
妙
華
谷
に
別
行
す
。

文
化
六
年
七
月
智
恩
院
大
僧
正
君
智
厳
（
傳
道
院
よ
り
榮
轉
）
入
寂
の
前
徳
本
、
勝
尾
寺
よ
り
飛
錫
し
其
の
臨
終
の
善
知
識
た
り

同
九
年
五
月
梶
取
總
持
寺
に
留
錫
一
七
日
別
行
あ
り
、
日
々
群
集
二
萬
人
、
阿
波
淡
路
よ
り
詣
づ
る
も
の
ゝ
船
二
百
隻
に
及
び
し

と
い
ふ
。

尋
い
で
紀
伊
老
侯
及
び
國
至
に
謁
す
。

増
上
寺
大
僧
正
典
海
は
本
同
國
の
誼
も
あ
り
し
か
ば
、
文
化
十
一
年
五
十
七
歳
の
夏
勝
尾
を
發
し
て
東
下
し
、
六
月
緑
山
法
主
に

謁
し
又
赤
坂
藩
邸
の
招
請
を
受
く
。

翌
十
二
年
豆
相
方
面
を
行
化
し
、
十
三
年
武
総
方
面
よ
り
信
越
方
面
を
巡
り
九
月
江
戸
に
歸
る
。
典
海
益
々
随
喜
し
て
小
石
川
に

一
行
院
を
營
興
し
、
此
に
住
し
て
化
を
揚
げ
し
む
。
十
四
年
十
二
月
同
院
落
成
に
よ
り
移
る
。
公
侯
土
民
群
聚
歸
仰
す
。

翌
文
政
元
年
九
月
上
旬
宿
疾
の
痰
咳
の
為
音
聲
枯
渇
す
。
自
ら
謂
へ
ら
く
臨
終
遠
か
ら
じ
と
。
十
五
日
よ
り
一
七
日
の
別
行
終
つ

て
宗
門
の
秘
籍
を
弟
子
本
佛
に
附
し
遺
誡
丁
寧
な
り
。
命
終
の
時
に
臨
み
門
人
に
屬
し
て
曰
く
「
我
往
生
の
後
、
人
あ
り
て
我
が
一

代
の
行
業
を
問
は
ん
。
爾
等
應
に
徳
本
は
四
歳
の
時
よ
り
六
十
一
歳
の
今
日
に
至
る
ま
で
未
だ
曾
て
一
日
も
解
怠
せ
ず
念
佛
相
續
す

と
對
ふ
べ
し

」
と
。

十
月
六
日
黎
朋
諸
子
に
告
げ
て
日
く
「
今
日
は
往
生
の
日
な
る
べ
し
。
本
師
の
涅
槃
も
元
租
の
臨
滅
も
皆
頭
北
面
西
な
り
、
我
不

臥
の
念
佛
行
者
な
り
と
い
へ
ど
も
、
今
日
に
至
り
豈
佛
祖
に
背
か
ん
や

」
と
て
始
め
て
状
蓐
に
平
臥
す
。
其
様
沈
痾
の
體
に
は
見
え

。

ざ
り
け
り
。
い
ざ
念
佛
と
て
高
唱
す
。
音
聲
む
か
し
よ
り
勝
れ
て
亮
々
と
し
て
門
外
ま
で
も
響
き
た
り
。

己
の
中
刻
齋
食
を
き
こ
し
め
す
、
六
基
和
尚
の
御
風
味
は
如
何
を
問
は
れ
け
る
に
「
甘
露
の
如
し
」
と
答
へ
て
筆
硯
を
取
り
よ
せ

南
無
阿
彌
陀
佛
生
死
輪
廻
の
根
を
た
て
ば
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身
を
も
命
も
を
し
む
べ
き
か
は

と
書
き
残
し
筆
を
棄
て
ゝ
念
佛
の
聲
少
し
く
低
く
な
ら
せ
給
へ
り
と
思
へ
ば
、
泊
然
と
し
て
永
き
眠
に
入
ら
せ
給
ふ
。
文
政
元
戊
寅

の
十
月
六
日
の
酉
の
中
刻
に
し
て
御
年
六
十
一
歳
な
り
。

全
身
を
本
院
に
葬
り
、
塔
を
共
の
上
に
樹
つ
。
弟
子
本
佛
其
の
道
を
相
承
し
法
席
を
補
ふ
。

沙
門
行
誠
著
「
徳
本
行
者
傳

（
慶
應
三
年
出
版
）
等
に
據
る
。

」

二
、
御
勧
誠
聞
書
（
三
巻

（
抜
萃
）

）

如
來
の
光
明
は
遍
く
十
方
世
界
を
照
し
て
、
念
沸
の
衆
生
を
攝
取
し
て
捨
給
は
ず
。

此
所
に
て
上
人
自
ら
卸
撞
木
を
持
た
ま
ひ
て
線
香
壱
本
の
間
御
念
彿
御
修
行
を
終
り
て

皆
暫
く
静
に
居
ふ
ぞ
御
念
佛
を
申
す
わ
け
を
言
っ
て
聞
か
す
ぞ
よ
、
又
今
日
も
同
じ
事
を
い
ふ
て
聞
す
ぞ
。
此
の
同
事
が
替
る
と
悪
い
ぞ
よ
、
御
飯
も
朝
く
ふ
て
晝
喰
て
晩
に
喰
て
寝

て
起
き
て
又
朝
喰
て
晝
喰
て
晩
に
喰
ふ
毎
日
同
じ
事
を
し
て
居
る
の
じ
や
。
此
同
事
が
替
た
ら
醫
者
の
藥
が
い
る
ぞ
よ
。
返
す
返
す
も
念
の
爲
此
通
り
に
心
得
て
同
じ
事
が
替
つ
た
ら
悪

。「

」

。

い

只
往
生
極
樂
の
為
に
は
南
無
阿
彌
陀
佛
と
由
て
疑
な
く
往
生
す
る
ぞ
と
思
ひ
取
て
申
す
よ
り
外
に
別
の
仔
細
候
ら
は
ず

是
は
元
租
上
人
の
一
枚
起
請
文
の
中
に
有
る
御
言
葉
じ
や

其
餘
は
僅
か
紙
半
枚
に
安
心
と
起
行
を
記
せ
し
事
也
。
此
又
南
無
阿
彌
陀
佛
の
名
號
は
昔
法
藏
菩
薩
一
切
衆
生
を
可
愛
い
壹
人
子
の
様
に
思
召
し
て
一
切
の
有
難
き
御
の
り
の
中
で
誠
に

結
構
な
る
所
を
選
み
取
て
此
六
字
の
名
號
の
中
に
納
め
て
五
劫
が
間
御
思
惟
て
う
さ
い
永
劫
の
御
苦
勞
を
な
さ
れ
ま
し
て
案
じ
立
出
給
ひ
た
る
三
心
具
足
の
御
念
佛
ぢ
や

（
中
略
）

。

今
日
か
ら
御
念
佛
を
申
初
て
極
樂
往
生
を
し
よ
う
と
思
ひ
定
た
が
安
心
と
い
ふ
も
の
ヂ
ヤ
。
夫
か
ら
日
課
を
極
て
毎
日
申
す
を
起
行
と
云
。
此
又
起
行
と
い
ふ
の
は
極
楽
の
道
を
歩
く
の

ぢ
や
。
極
楽
へ
参
り
着
と
一
代
申
し
た
御
念
佛
の
數
程
の
佛
が
目
の
前
へ
現
れ
て
下
さ
る
。
必
ず
必
ず
死
ぬ
る
の
ぢ
や
無
い
ぞ
よ
。
佛
法
は
死
ぬ
る
法
は
教
え
は
せ
ぬ
。
死
な
ぬ
法
を
教

る
の
ぢ
や
。
往
生
と
い
ふ
字
は
死
る
と
い
ふ
字
は
書
き
は
せ
ぬ
。
往
き
生
る
ゝ
と
書
ぞ
よ
。
此
通
り
に
心
得
て
精
出
し
て
御
念
佛
を
申
さ
つ
し
や
る
が
よ
い
。
さ
つ
ぱ
り
と
死
ぬ
の
ぢ
や

な
い
ぞ
よ
極
楽
へ
生
れ
る
の
ぢ
や

（
中
略
）
是
か
ら
は
平
箏
に
日
課
を
授
け
ま
す
る
。
其
授
る
文
は
天
笠
王
舎
城
の
國
王
へ
釋
尊
授
給
ふ
、
國
王
の
宮
室
に
於
て
韋
提
希
夫
人
の
爲
に
観

。

經
を
御
説
き
な
さ
れ
其
時
念
佛
を
阿
難
へ
附
屬
し
給
ふ
、
そ
の
阿
難
へ
の
御
附
屬
は
末
世
の
我
々
へ
の
御
附
屬
じ
や
、
今
釋
迦
如
來
と
な
り
て
授
け
ま
す
る
か
ら
國
王
宮
室
に
於
て
釋
迦
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如
來

御
念
佛
の
附
屬
を
受
奉
る
と
思
ふ
心
で
受
け
さ
つ
し
や
る
が
よ
い
。
先
初
に
繊
悔
を
致
し
て
次
に
三
歸
戒
を
授
け
ま
す
る
、
其
次
に
日
課
を
授
る
共
仕
舞
に
能
持
つ
や
否
と
い
ふ

時
能
持
つ
と
答
へ
さ
つ
し
や
れ
。

（
繊
悔
文
）
我
昔
所
造
諸
悪
業
皆
由
無
始
貪
瞋
癡
従
身
語
意
之
所
生
一
切
我
今
皆
懺
悔

（
三
歸
戒
文
）
我
某
甲
願
従
今
身
盡
未
來
際
、
歸
依
佛
兩
足
尊
、
歸
依
法
離
欲
尊
、
歸
依
僧
衆
中
尊
、
歸
依
佛
竟
、
蹄
依
法
竟
、
歸
依
僧
竟
佛
宜
く
若
念
佛
す
る
も
の
は
正
に
し
る
べ
し
、

是
人
は
是
人
中
の
芬
墨
利
華
也
観
世
音
菩
薩
我
勝
友
と
し
て
正
に
道
場
に
座
す
べ
し
諸
佛
の
家
に
生
ず
れ
ば
な
り
、
佛
阿
難
に
告
給
は
く
汝
能
此
語
を
持
て
よ
、
此
語
を
持
て
と
は
則
是

無
量
壽
佛
名
を
持
て
と
な
り
こ
の
念
佛
は
彌
陀
の
本
願
諸
佛
の
證
誠
釋
迦
の
附
屬
也
汝
臨
終
の
夕
邊
に
至
る
ま
で
日
課
稱
名
誓
ひ
て
中
止
せ
ず
能
持
や
否
や

（
ヨ
ク
持
つ
）

、

如
來
大
悲
智
見
し
給
へ
如
來
の
本
誓
は
一
毫
も
誤
り
な
く
願
く
は
佛
決
定
し
て
必
ず
我
を
引
接
し
給
へ
、
衆
生
無
邊
誓
願
度
願
く
は
此
功
徳
を
以
て
平
等
一
切
に
施
し
同
し
く
菩
提
心
を

發
し
て
安
樂
國
に
往
生
せ
ん
。
皆
平
等
に
授
け
ま
し
た
如
來
様
と
コ
ウ
御
約
束
を
申
て
か
ら
は
一
日
も
懈
怠
致
さ
ぬ
様
に
毎
々
毎
々
申
が
よ
い
是
で
日
課
の
作
法
は
濟
ま
し
た
。

（
中
略
）
功
徳
を
な
し
て
も
善
根
を
な
し
て
も
向
や
う
が
悪
い
と
役
に
立
ぬ
ぞ
よ
。
其
證
據
は
昔
慶
長
十
三
年
の
頃
太
閤
秀
吉
公
と
申
御
方
は
娑
婆
で
は
關
白
と
成
ら
れ
し
御
方
な
れ
ば

此
世
で
功
徳
善
根
は
澤
山
な
さ
れ
た
れ
共
又
人
を
殺
せ
し
事
数
を
知
ら
ず
去
に
よ
り
て
弾
誓
上
人
の
前
に
顯
れ
出
で
さ
せ
給
ひ
て
、
我
は
太
閤
秀
吉
な
る
が
娑
婆
で
は
色
々
佛
事
供
養
を

致
し
く
れ
候
へ
共
我
苦
を
救
ふ
て
く
れ
る
者
が
な
い
、
僧
は
念
佛
の
行
者
故
に
今
我
苦
を
救
ひ
給
は
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
故
に
弾
誓
上
人
其
時
仰
せ
ら
る
ゝ
に
は
我
は
君
を
救
ひ
奉
る
力
を

持
た
ず
爰
に
彌
陀
の
本
願
名
號
有
是
を
與
へ
ま
い
ら
せ
ん
と
十
念
名
號
を
授
け
奉
ら
れ
し
と
也
、
其
禮
と
し
て
朝
鮮
征
伐
の
時
持
て
歸
ら
れ
し
釋
迦
如
來
の
左
の
御
眼
の
舎
利
を
上
人
へ

與
へ
給
ふ
。

今
に
京
都
古
智
谷
に
寶
物
と
し
て
あ
る
な
り
。
此
通
り
じ
や
葬
送
の
儀
式
は
大
阪
よ
り
京
都
ま
で
御
供
の
諸
大
名
が
續
き
ま
し
た
。
又
供
養
と
い
へ
ば
千
僧
萬
僧
の
供
養
を
な
さ
れ
ま

し
て
其
又
僧
達
は
飯
ば
か
り
喰
ふ
て
居
は
せ
ぬ
ぞ
よ
。
御
経
も
讀
み
て
凡
る
功
徳
善
根
を
積
て
も
其
人
が
御
念
佛
を
申
さ
ね
ば
役
に
立
た
ぬ
ぞ
よ
。
又
む
さ
い
事
ぢ
や
が
田
舎
の
雪
隠
を

け
が
れ
た
き
た
な
い
と
い
ふ
け
れ
共
、
地
獄
よ
リ
は
き
れ
い
だ
ぞ
。
此
徳
本
が
在
所
の
田
舎
方
に
は
雲
隠
に
子
供
や
年
寄
の
落
ぬ
や
う
に
綱
を
さ
げ
て
置
く
。
そ
れ
で
歌
に

念
佛
は
雪
隠
へ
行
き
し
心
持

つ
な
を
捉
へ
て
い
き
つ
め
ば
よ
い

又
歌
に

本
願
の
綱
に
あ
み
だ
と
す
が
り
つ
け
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ふ
み
は
づ
し
て
も
落
ぬ
な
り
け
り

此
通
り
じ
や
、
御
念
佛
は
雪
隠
へ
行
し
心
持
で
綱
を
と
ら
へ
て
精
出
し
て
南
無
阿
彌
陀
佛
南
無
阿
彌
陀
佛
と
い
き
づ
ん
で
居
れ
ば
よ
い
の
ぢ
や
（
中
略
）
精
出
し
て
意
念
も
妄
想
も
さ
つ

ぱ
り
と
盡
る
程
御
念
佛
を
申
す
が
よ
い
ぞ

（
中
略
）
又
一
つ
大
事
な
事
を
教
て
や
ら
う
が
。
是
は
心
得
て
置
て
よ
い
事
ぢ
や
。
男
で
も
女
で
も
、
こ
ぶ
ら
返
リ
と
い
ふ
事
を
す
る
も
の
じ

、

や
が
其
時
に
男
な
ん
き
ん
を
下
か
ら
上
へ
な
で
上
げ
る
と
忽
ち
直
る
、
女
は
ち
ゝ
を
下
か
ら
上
へ
な
で
上
げ
る
と
直
る
な
り
、
是
は
大
事
の
事
ぢ
や
か
ら
よ
く
覺
え
て
置
く
が
よ
い
ぞ
。

返
す
返
す
も
今
の
世
の
凡
夫
南
無
阿
彌
陀
佛
よ
り
外
に
助
か
る
事
は
何
も
な
い
程
に
精
出
し
て
御
念
佛
を
申
さ
つ
し
や
れ
。
時
に
今
日
は
又
女
中
の
参
詣
が
多
い
か
ら
い
ふ
て
聞
か
す
事

が
あ
る
。
女
と
い
ふ
者
は
罪
が
深
う
て
至
て
助
り
に
く
ひ
者
ぢ
や
。
夫
故
阿
彌
陀
様
の
別
し
て
御
不
便
に
思
し
召
事
を
次
に
い
ふ
て
聞
せ
る
ほ
ど
に
女
中
衆
は
別
し
て
有
難
ふ
思
ふ
て
御

念
佛
を
申
す
が
よ
い

（
中
略
）

。

此
廿
五
六
年
以
前
私
が
熊
野
へ
参
詣
を
致
せ
し
時
、
田
邊
の
富
田
と
云
所
の
酒
屋
和
吉
と
い
ふ
者
の
所
へ
泊
り
て
朝
立
て
歸
る
時
、
川
端
を
通
り
た
れ
ば
川
の
中
に
魚
が
居
る
故
に
、

托
鉢
を
せ
し
米
が
有
か
ら
少
し
蒔
て
遣
し
た
れ
ば
、
夫
か
ら
其
魚
が
方
々
へ
別
て
行
と
暫
く
有
て
魚
が
寄
て
來
た
程
に
す
さ
ま
じ
く
寄
て
來
た
か
ら
、
と
う
と
う
米
を
壹
升
程
遣
っ
て
暫

く
御
念
佛
を
申
し
た
。
そ
れ
か
ら
此
邊
に
宿
を
す
る
者
は
な
い
か
、
御
念
佛
を
申
し
て
や
ら
う
と
い
ふ
た
ら
、
そ
う
い
ふ
所
は
な
い
か
ら
行
か
し
や
り
ま
せ
と
い
ふ
た
故
歸
り
ま
し
た
、

誠
に
其
川
が
魚
で
一
面
に
成
た
、
其
證
據
は
大
和
の
當
麻
の
方
丈
と
私
が
弟
子
の
本
随
と
い
ふ
の
と
法
入
と
い
ふ
の
と
鹽
津
の
專
助
と
い
ふ
者
と
重
助
と
是
等
が
付
て
参
詣
し
た
故
現
に

證
據
人
じ
や
。
そ
り
や
見
や
し
や
れ
畜
生
で
さ
へ
私
が
い
ふ
事
は
聞
入
る
ぞ
よ
。
ま
し
て
人
間
に
生
れ
て
私
が
い
ふ
事
を
聞
か
ぬ
も
の
は
畜
生
よ
り
お
と
り
ぢ
や

（
中
略
）
日
課
を
授
て

。

か
ら
は
私
は
師
匠
皆
は
弟
子
に
す
る
ぞ
よ
。
又
師
弟
と
成
か
ら
は
形
と
影
の
如
く
付
そ
ふ
て
は
な
れ
ぬ
ぞ
よ
。
一
月
萬
水
に
浮
ぶ
が
如
く
ぢ
や
、
ど
の
様
な
事
に
も
悪
土
へ
は
や
ら
ぬ
ぞ

よ
。
若
し
念
佛
を
申
て
悪
所
へ
行
つ
た
と
い
は
ゞ
何
虚
迄
も
此
徳
本
が
迎
ひ
に
行
か
う
、
此
通
り
に
心
得
て
精
出
し
て
御
念
佛
を
絶
ず
申
が
賢
い
の
ぢ
や
。
是
で
安
心
と
起
行
の
譯
は
濟

み
ま
し
た
。
私
は
引
取
て
又
十
五
日
に
は
勤
る
か
ら
朝
早
く
か
ら
参
詣
を
さ
つ
し
や
る
が
よ
い
。
然
し
十
五
日
と
い
ふ
て
も
ま
だ
徐
程
間
が
有
事
じ
や
、
物
の
譬
へ
に
小
さ
い
事
を
鼻
の

息
の
や
う
な
と
い
ふ
が
此
鼻
の
息
程
大
切
な
も
の
は
な
い
。
鼻
の
息
が
ふ
ん
と
出
て
歸
ら
ね
ば
直
に
冥
土
じ
や
、
若
又
命
が
有
っ
た
ら
ば
十
五
日
に
又
逢
ふ
。
命
が
終
ら
ば
極
樂
で
逢
ま

せ
う
。
し
か
し
又
命
は
危
い
も
の
故
に
露
の
命
と
い
ふ
。
朝
病
が
起
り
て
晩
に
死
る
も
あ
り
朝
け
ん
く
わ
を
せ
し
人
が
晩
に
頓
死
を
す
る
も
あ
り
、
今
日
は
他
人
の
葬
禮
あ
す
は
我
身
の

葬
禮
よ
、
し
か
れ
ば
頼
な
い
娑
婆
に
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
長
へ
て
居
る
気
じ
や
ぞ
や
、
早
く
命
の
あ
る
中
に
御
本
願
の
綱
に
し
つ
か
り
と
取
す
が
り
て
罪
障
さ
ん
げ
、
南
無
阿
彌
陀
佛

南
無
阿
彌
陀
佛
。
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三
、
徳
本
上
人
書
葉
の
末

こ
の
書
物
に
は
上
人
の
歌
が
二
百
三
十
五
首
と
長
い
粉
挽
う
た
と
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
て
、
念
佛
三
昧
な
が
ら
上
人
の
折
に
ふ
れ
て
讀
ま
れ
た
心
持
を
知
る
事
が
出
來
る
。
其
の
巻
頭
に

後
の
世
の
人
の
鏡
に
の
こ
し
を
く

言
ハ
の
末
を
知
し
き
と
ぞ
見
よ
。

と
い
ふ
上
人
の
雄
渾
な
榮
跡
の
示
さ
れ
た
歌
が
添
へ
て
あ
る
。
今
其
の
言
葉
の
末
の
中
か
ら
数
句
を
抜
萃
し
て
見
る
と

〇

無

常

の

歌

五
十
年
夢
の
う
き
世
と
思
ふ
べ
し

ね
て
も
さ
め
て
も
後
世
を
忘
る
な

何
ご
と
も
無
常
迅
速
あ
み
だ
佛
と

い
ふ
よ
り
外
は
た
の
み
な
き
身
ぞ

朝
が
ほ
の
花
に
や
ど
れ
る
露
の
身
ぞ

油
断
め
さ
る
な
南
無
阿
彌
陀
佛

若
く
と
も
無
常
の
風
の
誘
ひ
な
ば

辞
退
し
た
と
て
ゆ
る
し
や
せ
ぬ
ぞ
よ

○
地
獄
の
讃
に
就
き
て

念
佛
の
す
上
ま
ぬ
事
は
よ
も
あ
ら
じ

無
限
地
獄
の
苦
を
思
ひ
な
ば

地
獄
こ
そ
我
等
が
た
め
の
智
識
な
り
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後
生
願
ふ
も
彼
に
お
そ
れ
て

○
紀
州
公
へ
名
號
を
奉
り
し
時
に
附
け
て

南
無
阿
彌
陀
佛
唱
へ
て
ゐ
れ
ぱ
身
に
そ
ふ
て

影
の
ご
と
く
に
守
る
本
尊

○
述

懐

天
は
か
さ
地
は
足
駄
な
り
裸
坊

胸
は
六
字
の
都
な
る
ら
ん

○
こ
ゝ
ろ
の
か
へ
し

勤
め
ね
ば
く
は
せ
ま
せ
ぬ
と
、
し
め
さ
る
ゝ

僻
怠
の
心
貧
の
つ
ら
さ
よ

○
或
禪
僧
に
示
さ
れ
し

南
無
阿
彌
陀
佛
心
た
づ
ぬ
る
世
話
も
な
い

と
な
ふ
る
聲
が
直
に
佛
心

○
最
愛
の
子
に
お
く
れ
て
か
な
し
め
る
人
に

戀
し
く
ば
見
舞
を
や
れ
よ
極
樂
へ

あ
み
陀
佛
々
い
ふ
て
つ
か
ひ
を

○
名
号
の
功
徳
を
讃
せ
ら
れ
し

六
字
丸
た
ゞ
信
心
の
冷
水
で

と
な
え
て
の
め
ば
諸
病
平
癒
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〇
あ
る
時
の
詠

お
も
し
ろ
や
あ
み
だ
様
ほ
ど
真
丸
な

心
替
ら
ぬ
人
は
な
い
ぞ
よ
。

四
、
徳
本
行
者
法
話

行
者
は
い
っ
も
説
法
の
曾
座
に
て
示
し
給
は
く
「
若
し
六
字
を
か
け
ば
即
ち
片
輪
念
佛
な
れ
ば
、
か
た
わ
念
佛
に
て
は
極
楽
往
生
難
き
ぞ
か
し
。
今
念
沸
の
唱
へ
方
を
教
へ
ん
」
と
て

師
自
ら
南
を
稱
へ
ら
る
れ
ば
衆
も
皆
南
と
い
ふ
。
無
と
唱
へ
ら
る
れ
ば
衆
も
亦
無
と
唱
ふ
。
阿
彌
陀
佛
の
四
字
も
皆
同
じ
さ
ま
に
教
へ
ら
る
。
次
に
改
め
て
南
無
と
唱
へ
ら
る
ゝ
と
衆
も

又
南
無
と
和
す
。
阿
彌
と
唱
へ
ら
る
時
衆
も
亦
阿
彌
と
稱
ふ
。
陀
佛
も
又
同
じ
。
そ
れ
よ
り
後
は
南
無
阿
彌
陀
佛
と
た
し
か
に
稱
へ
つ
ら
ね
て
鉦
を
打
ち
衆
と
共
に
暫
く
念
佛
し
給
ヘ
リ
。

又
曰
く
「
六
字
を
な
ま
り
勝
に
唱
ふ
る
は
名
號
と
は
い
は
れ
ぬ
な
り
。
往
生
も
な
ら
ぬ
な
り
。
娑
婆
の
寶
す
ら
に
せ
の
金
銀
は
通
用
さ
ぬ
を
ま
し
て
無
爲
の
國
へ
往
生
せ
ん
に
な
ま
り

に
て
は
通
ら
ぬ
ぞ
か
し

」
六
字
が
一
字
か
け
て
も
通
ら
ぬ
と
知
る
べ
し
。

。

○
古
人
の
言
に
「
人
の
臨
終
は
平
生
に
あ
り
。
平
生
又
臨
終
な
リ

」
と
。
此
事
深
く
翫
味
す
べ
し
。
も
し
平
生
に
今
や
臨
終
な
ら
ん
と
思
ひ
て
專
念
に
念
佛
相
績
し
ぬ
れ
ば
、
臨
終
も
亦

。

平
生
に
異
な
る
事
な
か
る
べ
し
。
さ
れ
ぱ
臨
終
は
一
期
の
大
事
な
り
。
よ
く
よ
く
思
量
り
て
平
生
に
勵
勤
む
べ
し
。

○
安
心
起
行
の
趣
を
綱
に
示
さ
ば
大
綱
の
総
括
の
所
を
阿
彌
陀
如
來
に
た
と
ふ
べ
し
。
名
號
を
唱
ふ
る
は
即
ち
此
綱
を
た
ぐ
り
て
行
く
な
り
。
疑
な
く
往
生
す
と
定
む
る
を
安
心
と
い
ふ
。

日
課
を
定
め
て
稱
ふ
る
を
起
行
と
い
ふ
。
此
起
行
の
綱
を
た
ぐ
り
行
く
時
は
、
是
非
に
極
樂
の
七
重
羅
綱
を
見
る
に
至
る
。
若
し
好
み
て
地
獄
に
行
か
ば
や
と
思
は
ゞ
決
し
て
名
號
を
稱
へ

申
す
ま
じ
き
な
リ
。
一
度
南
無
阿
彌
陀
佛
と
申
さ
る
人
は
因
果
必
然
極
樂
の
外
へ
は
行
く
べ
き
處
な
き
な
り
。

○
幾
度
申
し
て
も
同
じ
念
佛
な
リ
、
な
ど
い
は
ゞ
年
頃
同
じ
食
物
を
食
ひ
同
じ
月
々
を
送
り
同
じ
春
秋
に
く
ら
さ
れ
同
じ
太
平
の
御
代
に
住
は
る
も
、
念
佛
を
の
み
同
じ
事
と
そ
し
る
は

仏
法
の
修
業
に
あ
き
た
ら
ん
な
る
べ
し
。

○
親
族
の
人
に
警
誡
し
て
曰
く
「
常
に
臘
月
晦
日
の
心
に
な
り
て
家
業
を
勵
む
べ
し
。
さ
す
れ
ば
三
十
日
は
平
生
よ
り
も
安
か
る
べ
し
。
一
年
の
三
十
日
す
ら
平
生
用
意
せ
ず
し
て
は
時
に

臨
ん
で
狼
狽
す
る
事
多
か
る
べ
し
。
況
ん
や
臨
終
の
三
十
日
に
於
て
を
や
。
宣
平
生
に
用
意
し
て
往
生
の
資
糧
を
貯
へ
置
く
べ
し
」
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○
或
時
家
族
の
他
人
を
誹
謗
す
る
を
聞
き
の
玉
く

「
汝
等
何
ぞ
我
身
を
そ
し
ら
る
ゝ
事
を
相
求
む
る
や
、
人
を
そ
し
れ
ば
人
又
我
を
そ
し
る
。
響
の
聲
に
應
ず
る
が
如
し
。
人
を
誹
る
事

、

は
大
な
る
罪
な
り

」。

○
徳
を
積
む
と
は
人
目
に
立
た
ぬ
こ
そ
誠
の
徳
を
つ
む
な
れ
。
是
を
陰
徳
と
い
ふ
。
人
の
為
に
成
る
事
な
ら
ば
人
知
ら
ず
と
も
行
ふ
べ
し
。
た
と
へ
ば
草
木
の
種
を
蒔
く
に
、
人
目
に
た
ゝ

ず
と
も
蒔
だ
に
す
れ
ば
生
出
づ
る
も
の
也
。
善
根
又
か
く
の
如
し
。

○
人
に
そ
し
ら
る
ゝ
は
我
身
に
よ
き
知
識
な
り
と
思
ふ
べ
し
。
我
身
の
あ
し
き
事
は
自
ら
に
は
、
し
れ
ぬ
も
の
な
り
。

○
何
事
も
一
道
を
貫
通
さ
ん
と
思
は
ん
も
の
は
、
艱
難
苦
行
を
経
て
練
磨
を
、
重
ね
ざ
れ
ば
其
妙
處
に
到
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
何
事
も
初
は
か
ら
き
事
に
お
も
へ
ど
漸
く
に
し
て
自
ら
平

易
の
場
に
い
た
る
も
の
な
り
。

「

」

「

、

。

。

○
或
年
元
旦
に
雨
ふ
り
た
る
に
或
人

雨
天
に
て
あ
し
く
候

と
申
け
る
を
聞
給
ひ
て

す
べ
て
天
地
の
事
な
ど
を

と
か
く
に
い
ふ
べ
か
ら
ず

風
雨
な
く
ば
い
か
で
物
を
生
育
す
べ
き

只
天
地
を
恐
れ
う
や
ま
ひ
て
念
佛
す
べ
し

」
と

。

「

。」

「

。

、

。

○
或
人
の

口
先
ば
か
り
に
て
唱
ふ
る
念
佛
は
益
な
し

と
い
へ
る
を
聞
き
給
ひ
て

さ
な
い
ゝ
そ

口
さ
き
ば
か
り
に
て
念
佛
の
申
さ
る
ゝ
な
ら
ば

牛
馬
の
口
に
て
も
申
さ
る
べ
し

又
酒
か
め
の
口
に
て
も
、
ふ
く
べ
の
口
に
て
も
、
さ
る
べ
し
。
然
る
に
こ
れ
等
の
如
き
も
の
は
、
固
よ
り
無
心
な
る
も
の
或
は
佛
性
有
な
が
ら
も
業
障
に
お
ほ
は
れ
た
る
よ
り
、
念
佛
は
申

さ
れ
ぬ
也
。
人
問
に
て
も
業
障
深
き
も
の
は
決
し
て
念
佛
は
申
さ
れ
ず
。
い
ま
口
先
ば
か
り
に
て
も
念
佛
の
申
さ
る
ゝ
は
宿
縁
開
發
の
人
な
り

」。

五
、
徳
本
上
人
と
吉
田
喜
平
次

本
村
呉
田
に
吉
田
道
可
居
士
と
い
ふ
人
あ
り
。
其
の
子
を
喜
平
次
と
い
ふ
。
寛
政
九
年
の
春
の
頃
居
士
は
態
野
詣
の
歸
る
さ
、
有

田
川
の
邊
に
て
須
賀
谷
の
山
に
念
佛
の
行
者
（
徳
本
上
人
）
お
は
す
由
を
聞
き
、
結
縁
の
為
和
歌
山
の
人
と
共
に
須
賀
谷
の
庵
室
に

至
り
師
の
十
念
を
拝
受
す
。
素
よ
り
結
界
の
外
に
て
遙
か
に
山
上
を
仰
見
る
ま
で
な
れ
ば
、
い
と
残
多
く
如
何
に
も
し
て
封
面
を
乞

ひ
、
親
し
く
御
教
示
を
と
思
へ
ど
も
其
意
を
得
ず
し
て
歸
り
、
歸
來
常
に
其
事
を
言
ひ
出
で
た
り
。
喜
平
次
固
よ
り
至
孝
な
る
人
に

て
殊
に
父
の
志
を
つ
ぎ
三
寶
に
歸
す
る
心
深
か
り
け
れ
ば
、
父
の
師
に
結
縁
し
た
る
事
を
承
は
り
し
よ
り
尊
く
懐
か
し
く
て
、
遙
か
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な
る
紀
路
の
遠
山
に
う
ち
向
ひ
、
朝
夕
捧
げ
物
な
ど
し
て
禮
拝
し
或
は
便
求
め
て
屡
々
香
木
な
ど
供
養
す
。
其
懇
篤
の
情
き
く
人
涙

落
す
ば
か
り
な
り
。

同
年
の
卯
月
思
ひ
立
ち
南
紀
へ
赴
く
。
し
か
も
師
は
人
に
封
面
許
し
給
は
ぬ
よ
し
承
り
し
よ
り
、
如
何
に
も
し
て
見
さ
せ
給
へ
と

首
途
の
初
よ
り
夜
晝
其
事
を
の
み
祈
る
。
漸
く
に
し
て
須
賀
谷
の
山
に
つ
き
結
界
の
所
に
つ
き
見
る
に
、
竹
垣
廻
し
て
折
戸
堅
く
鎖

し
た
り
。
父
も
此
處
ま
で
來
さ
せ
給
ひ
し
な
ら
ん
。
如
何
な
る
方
便
に
て
見
ま
ゐ
ら
せ
ん
な
ど
様
々
に
思
ひ
煩
ひ
つ
ゝ
聲
あ
げ
て

「
津
の
國
よ
り
遙
々
詣
來
り
し
も
の
な
り
。
あ
は
れ
親
し
く
行
者
に
拝
謁
許
し
給
へ

」
と
高
々
に
乞
ひ
け
れ
ば
、
行
者
に
事
へ
た
る

。

優
婆
塞
の
榮
助
此
聲
を
聞
き
つ
け
怪
し
か
る
事
に
思
ひ
つ
れ
ど
、
此
由
を
行
者
に
告
げ
た
る
に
、
今
日
は
如
何
な
る
故
に
や

「
其
人

。

、

。」

。

「

」

。

を
見
ん

此
處
ま
で
伴
ひ
來
れ

と
い
ふ

歳
月
人
に
對
面
許
し
給
は
ぬ
別
行
道
場
を
今
日
は
何
と
て
か

其
人
見
ん

と
の
給
ふ

喜
平
次
は
此
年
月
其
御
名
を
聞
き
ま
ゐ
ら
す
さ
へ
い
と
尊
く
懐
か
し
き
に
、
今
日
ま
の
あ
た
り
拝
み
奉
る
事
の
嬉
し
さ
。
五
體
を
地

に
投
じ
て
先
づ
幾
度
か
拝
し
奉
る
。
そ
の
値
遇
結
縁
の
た
ゞ
な
ら
ぬ
を
思
ひ
涙
に
く
れ
て
喜
び
た
り
。

さ
て
十
念
を
授
か
り
て
後
、
行
者
喜
平
次
に
向
ひ
て
曰
く
「
汝
は
我
に
縁
深
き
者
な
ら
ん
。
今
日
は
日
課
念
佛
を
誓
授
せ
ん

」
と
。

喜
平
次
随
喜
渇
仰
措
く
能
は
ず
。
さ
ら
ば
「
三
千
遍
を
」
と
言
ひ
け
る
に
行
者
大
呵
し
て
六
萬
遍
を
誓
へ
と
い
ふ
。
喜
平
次
大
に
驚

き
「
さ
る
勤
は
迚
も
此
身
に
及
び
難
し

」
と
辭
す
。
行
者
重
ね
て
曰
く
「
今
よ
り
我
が
法
力
を
汝
に
貸
し
て
、
其
勤
め
を
成
就
せ
し

。

む
べ
し

」
と
遂
に
六
萬
遍
を
誓
へ
り
と
い
ふ
。
斯
く
て
後
因
果
必
然
の
理
な
ど
の
教
諭
を
授
か
り
再
曾
を
期
し
て
下
山
せ
り
。

。

寛
政
九
年
秋
の
末
徳
本
巡
錫
を
思
ひ
立
ち
河
内
攝
津
を
行
脚
し
、
や
が
て
呉
田
に
來
る
。
喜
平
次
は
師
の
家
近
く
來
ら
る
ゝ
を
聞

き
船
ど
も
用
意
し
て
、
大
阪
ま
で
御
迎
に
出
か
け
た
り
。
さ
て
御
船
の
遙
か
に
見
ゆ
る
頃
は
道
俗
男
女
雲
霞
の
如
く
磯
邊
に
参
り
あ

ひ
け
る
中
に
も
、
喜
平
次
の
家
族
は
正
服
に
伺
候
し
た
り
け
り
。
御
船
既
に
岸
に
つ
き
け
れ
ば
、
喜
平
次
餘
り
の
嬉
し
き
に
正
服
の

ま
ゝ
水
中
に
飛
入
り
御
船
に
手
を
か
け
陸
地
へ
引
上
げ
奉
り
、
お
の
が
西
の
別
荘
に
案
内
す
。
師
こ
ゝ
に
て
七
日
別
行
さ
れ
た
り
。

。

。

遠
近
の
貴
賎
男
女
群
衆
い
ふ
ば
か
り
な
し

此
の
爲
日
々
説
法
し
給
ひ
け
れ
ば
例
の
日
課
誓
授
の
者
は
又
幾
十
萬
な
る
を
知
ら
ず
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其
の
時
徳
本
の
母
智
圓
尼
も
亦
此
處
に
來
る
。
弟
子
本
勇
本
明
の
二
尼
も
從
ひ
た
り
。
程
な
く
智
圓
尼
は
本
勇
を
伴
ひ
京
攝
の
霊
場

を
経
廻
り
て
後
紀
州
に
至
る
も
徳
本
尚
ほ
止
ま
り
て
教
化
の
功
を
積
み
ぬ
。

或
時
喜
平
次
雛
鶴
一
羽
を
得
て
庭
に
養
ひ
け
り
。
羽
翼
巳
に
成
る
時
、
師
の
來
り
給
ひ
し
か
ば
、
能
折
な
り
、
あ
は
れ
鶴
に
十
念

、

。

、

、

、

賜
は
る
べ
き
よ
し

乞
へ
り

鶴
は
常
こ
脛
を
折
し
く
事
は
な
き
を

師
の
來
り
給
へ
る
を
見
て

や
が
て
脛
を
折
り
嘴
を
垂
れ
て

い
た
く
謹
む
形
を
な
せ
り
。
師
直
ち
に
十
念
を
授
け
れ
ば
、
御
聲
の
度
毎
に
嘴
を
動
か
し
て
、
十
念
を
受
け
奉
る
が
如
し
。

や
ゝ
あ
り
て
い
と
嬉
し
げ
に
羽
ば
た
き
し
て
雲
井
遙
か
に
飛
び
去
り
ぬ
と
い
ふ
。

さ
て
別
行
の
限
も
果
て
け
れ
ば
、
又
紀
州
へ
歸
り
給
ふ
べ
き
由
を
聞
き
喜
平
次
は
、
あ
は
た
ゞ
し
き
別
荘
に
置
き
し
罪
を
謝
し
、

此
の
後
は
清
閑
地
を
選
び
て
供
養
し
ま
ゐ
ら
せ
ん
と
乞
ひ
く
ど
き
け
れ
ば
、
其
の
後
幾
程
も
な
く
再
度
此
の
地
に
移
り
給
へ
り
。

、

、

。

佳
吉
の
北
に
赤
塚
山
と
い
へ
る
松
山
は

吉
田
家
の
所
有
に
係
る
地
な
れ
ば

道
可
此
の
山
中
に
草
庵
を
結
び
徳
本
の
行
場
に
充
つ

日
々
の
齋
食
費
用
な
ど
日
毎
に
吉
田
氏
よ
り
供
養
す
。
毎
月
十
五
日
に
は
遠
近
よ
り
老
少
限
り
な
く
詣
で
來
れ
ば
、
夫
れ
に
名
號

、

、

、

一
枚
づ
ゝ
を
授
與
せ
ら
れ

ひ
た
す
ら
日
課
念
佛
を
勧
め
ら
る

此
の
名
號
は
其
の
橡
邊
に
千
箇
の
圏
點
を
附
し
た
る
も
の
に
し
て

念
佛
十
度
唱
ふ
る
毎
に
一
圏
を
消
し
順
次
に
全
部
を
消
し
終
れ
ば
即
ち
一
萬
遍
の
唱
名
を
な
し
た
る
を
知
ら
る
ゝ
様
に
な
せ
る
も
の

な
り
。
此
の
名
號
を
病
者
又
は
産
婦
に
服
せ
し
む
れ
ば
其
の
靈
驗
明
か
な
り
し
を
以
て
、
時
人
之
れ
を
拝
服
名
號
と
稱
へ
た
り
。

留
錫
三
年
大
い
に
教
化
に
努
め
ら
れ
共
の
法
雨
に
潤
ふ
者
數
知
れ
ず
、
畏
く
も

第
百
十
七
代
後
櫻
町
天
皇
よ
り
に
特
に
住
吉
上

人
と
ぞ
仰
せ
出
だ
さ
れ
け
る
を
見
て
も
、
如
何
に
上
人
の
法
徳
が
本
村
を
中
心
と
し
て
近
畿
地
方
に
廣
く
風
靡
せ
し
か
を
推
察
す
る

事
が
出
來
る
。

さ
て
寛
政
十
二
年
九
月
紀
伊
侯
の
お
召
に
よ
り
歸
國
さ
れ
、
其
の
後
關
東
に
下
り
巣
鴨
の
一
行
院
に
住
は
れ
、
地
方
の
化
導
を
な

し
給
ひ
つ
る
も
、
文
政
元
年
六
十
一
歳
に
て
入
滅
致
さ
れ
た
。
そ
れ
で
翌
文
政
二
年
の
秋
墓
所
で
あ
る
一
行
院
に
、
高
さ
一
丈
五
尺
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の
五
輪
の
塔
が
造
營
せ
ら
れ
た
が
、
此
は
吉
田
喜
平
次
が
本
村
特
産
の
御
影
石
を
切
り
出
し
、
所
有
の
回
漕
船
に
て
東
京
迄
運
び
供

養
し
た
も
の
で
あ
る
。

尚
ほ
喜
平
次
の
上
人
に
對
す
る
信
仰
益
々
厚
く
、
其
の
母
の
死
後
遺
言
に
よ
り
赤
塚
山
上
に
名
號
塔
を
建
立
す
る
に
至
り
、
塔
前

に
は
知
恩
院
宮
第
六
代
贈
一
品
宮
法
親
王
よ
り
賜
は
り
し
菊
花
御
紋
章
入
り
の
燈
籠
二
基
が
あ
る
。

以
て
大
徳
の
光
榮
と
徐
香
を
偲
ぶ
事
が
出
來
る

（
西
撮
大
観
よ
り
）

。

第
四
章

吉
田
道
可

字
小
林
の
墓
地
の
南
入
口
に
藥
師
堂
が
あ
る
。
堂
は
廣
さ
二
間
四
方
で
欅
造
り
寶
形
瓦
葺
で
、
立
派
な
建
築
で
参
考
の
爲
見
學
に

來
る
人
が
あ
る
位
で
あ
る
。
扨
て
此
の
堂
は
以
前
は
字
宮
守
堂
に
あ
つ
た
。
明
治
初
年
頃
は
境
内
東
西
十
間
南
北
二
十
一
間
あ
り
村

内
小
前
の
者
が
順
番
に
火
燈
し
た
と
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
夫
れ
を
明
治
以
後
現
在
の
地
に
其
の
ま
ゝ
移
轉
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
尊
は
薬
師
如
來
で
あ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
實
地
調
査
の
白
鵜
美
術
館
の
山
本
主
事
は
實
は
阿
彌
陀
如
來
で
徳
川
時
代
の
作

。

、

。

と
鑑
定
し
て
ゐ
る

尚
ほ
堂
内
に
は

明
治
以
前
ま
で
住
吉
神
社
境
内
神
宮
寺
に
安
置
さ
れ
た
阿
彌
陀
如
來
も
共
に
祀
ら
れ
て
ゐ
る

扨
て
此
の
薬
師
堂
は
一
名
吉
田
の
薬
師
と
も
稱
せ
ら
れ
、
當
村
の
舊
家
吉
田
家
に
關
し
因
縁
の
淺
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

一
、
薬
師
堂
と
吉
田
家

抑
々
吉
田
家
の
祖
は
吉
田
幸
麿
と
い
ひ
、
南
朝
の
吉
田
内
府
定
房
卿
の
三
男
で
あ
る
。
さ
て
此
の
吉
田
定
房
卿
は
宣
房
（
藤
原

藤
房
の
父
）
親
房
（
紳
皇
正
統
記
の
著
者
北
畠
家
親
房
）
と
共
に
後
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
於
け
る
後
の
三
房
と
し
て
有
名
な
人
で
、

從
一
位
大
納
言
に
叙
せ
ら
れ
天
皇
の
寵
遇
を
受
け
た
人
で
あ
る
。
尚
ほ
後
醍
醐
天
皇
と
其
の
第
一
皇
子
尊
良
親
王
は
共
に
、
此
の
吉
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田
家
で
御
生
育
遊
ば
さ
れ
た
家
柄
で
あ
る
が
、
彼
の
建
武
中
興
の
皇
謨
も
足
利
尊
氏
の
為
に
破
れ
、
畏
く
も
後
醍
醐
天
皇
に
は
吉
野

に
御
臨
幸
遊
ば
さ
れ
、
京
都
に
於
て
は
足
利
氏
濁
り
権
勢
を
得
る
事
と
成
つ
た
。
そ
こ
で
吉
田
氏
は
建
武
二
年
に
至
つ
て
其
の
荘
園

攝
津
國
茨
郡
住
吉
の
林
の
中
に
藥
師
堂
を
建
立
、
佛
門
に
入
つ
て
其
處
の
堂
守
と
な
つ
て
世
を
遁
れ
、
足
利
氏
一
門
の
鋭
い
追
究
を

避
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

そ
れ
か
ら
約
六
百
年
に
な
る
が
、
現
在
見
る
堂
は
夫
れ
程
古
く
は
な
い
。
此
の
地
方
は
慈
明
寺
流
れ
の
水
害
も
あ
つ
た
所
で
あ
る

か
ら
、
何
れ
流
失
し
て
其
の
後
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
用
材
等
は
欅
の
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
白
鶴
美
術
館
の
山
本
主
事
の

話
で
は
や
は
り
徳
川
時
代
の
物
と
の
事
で
あ
る
。

扨
て
世
を
遁
れ
た
吉
田
幸
麿
氏
は
當
地
の
豪
族
と
し
て
、
代
々
今
の
國
道
以
北
の
吉
田
之
町
に
居
住
し
て
ゐ
た
。
そ
の
吉
田
の
町

名
も
同
家
の
存
在
に
よ
つ
て
起
つ
て
ゐ
る
。
後
寛
文
年
中
に
至
り
吉
田
佐
一
右
門
の
時
、
呉
田
の
海
岸
の
方
へ
分
家
し
て
ゐ
る
。
時

に
消
長
は
あ
る
も
住
吉
の
地
の
大
半
は
其
の
領
有
す
る
所
で
、
海
岸
よ
り
赤
塚
山
の
同
家
設
立
の
赤
塚
庵
ま
で
他
人
の
土
地
を
少
し

も
通
ら
ず
に
行
け
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
呉
田
の
吉
田
家
で
は
代
々
酒
や
油
の
製
造
を
す
る
外
、
多
數
の
千
石
船
を
持
つ
て
回
船
業

を
營
み
、
江
戸
鹿
見
島
を
始
め
各
地
に
販
路
を
有
し
大
阪
や
江
戸
に
は
其
の
出
張
店
を
有
し
て
ゐ
た
。
天
保
二
年
に
は
、
灘
郷
酒
造

組
合
の
取
締
役
を
勤
め
又
一
橋
家
の
蔵
元
と
成
り
、
郷
蔵
・
夫
食
蔵
の
管
理
者
に
任
ぜ
ら
れ
豪
商
と
し
て
の
面
目
を
發
揮
し
つ
ゝ

、

、

、

。

一
面
に
は
神
佛
に
對
す
る
歸
依
深
く

書
畫
文
藝
に
秀
で

文
人
墨
客
の
往
來
あ
り

代
官
以
上
の
役
人
の
來
泊
も
度
々
で
あ
つ
た

貴
重
な
多
數
の
書
畫
骨
董
の
中
、
吉
田
宰
相
に
賜
は
り
し
院
宣
、
大
明
援
軍
書
、
聆
濤
閣
帖
等
は
最
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
。

二
、
住
吉
村
と
吉
田
家

吉
田
家
は
大
老
と
稱
し
代
々
庄
屋
た
る
の
格
を
有
し
て
い
た
。
吉
田
町
の
方
に
居
住
し
た
吉
田
佐
一
右
門
氏
の
如
き
は
、
数
十
年
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の
永
き
に
亘
つ
て
庄
屋
を
勤
め
、
共
の
治
績
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
と
て
代
官
よ
り
表
彰
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
佐
一
右
門
氏
は
寛
政

三
年
正
月
麻
袴
姿
で
代
官
所
へ
出
頭
、
賞
状
に
扇
子
と
青
差
武
貫
匁
を
添
へ
て
頂
き
面
目
を
施
し
て
ゐ
る
。

攝
州
菟
原
郡
佳
吉
村

庄
屋

佐
一
右
門

其
方
儀
年
來
役
義
格
別
出
精
相
勤
村
内
統
事
取
締
能
相
聞
、
公
事
出
入
等
之
儀
是
迄
役
所
へ
差
出
之
義
も
無
之
他
村
出
入
筋
之
儀

毎
度
取
決
等
致
熟
談
内
済
等
取
計
候
義
一
段
之
事
二
候
其
上
住
吉
村
之
儀
住
吉
川
通
り
御
高
請
所
通
來
願
出
之
義
も
無
之
平
日
村

役
二
無
怠
取
繕
候
故
之
儀
與
相
聞
江
功
益
之
筋
二
も
有
之
精
勤
之
事
に
候
御
賞
美
之
堂
免
扇
子
一
壹
青
差
弐
貫
文
遣
候
條
猶
又
此

上
彌
出
精
可
致

寛
政
三
亥
年
正
月
七
日
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
前
へ
麻
裃
着
用
二
而
罷
出
候
様
被
仰
付
候

呉
田
の
方
に
分
家
し
て
か
ら
の
吉
田
家
で
は
、
直
接
村
治
に
開
係
す
る
事
は
少
く
一
方
百
姓
頭
と
し
て
實
業
に
専
念
、
非
常
に
同

惰
心
深
く
飢
饉
災
禍
等
に
際
し
て
は
、
度
々
小
前
百
姓
等
に
封
し
て
救
米
を
施
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
そ
の
遣
方
は
極
め
て
内
密
に
行

ひ
、
夜
分
等
人
目
に
つ
か
な
い
様
に
し
て
ゐ
た
と
は
其
の
床
か
し
い
人
格
が
偲
ば
れ
る
。
し
か
し
夫
れ
が
度
々
の
事
で
あ
る
の
で
、

遂
に
代
官
の
耳
に
入
り
屡
々
お
上
よ
り
褒
状
を
受
け
て
ゐ
る
。
又
飢
饉
早
損
等
に
備
へ
て
夫
食
藏
に
貯
穀
す
る
に
も
、
村
民
に
代
つ

て
自
己
の
穀
米
等
を
以
つ
て
す
る
有
様
で
、
佳
吉
村
民
が
同
家
の
救
恤
を
受
け
た
事
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
つ
た
。

神
社
・
佛
閣
・
庵
室
等
の
建
立
に
際
し
て
は
都
度
少
な
か
ら
ぬ
寄
附
を
し
、
又
獨
力
で
建
立
し
た
場
合
も
少
く
な
い
が
、
何
れ
も

。

、

寄
附
者
の
名
前
を
掲
げ
な
い
の
が
常
で
あ
つ
た

尚
ほ
道
可
氏
が
信
仰
と
孝
養
の
両
方
か
ら
徳
本
上
人
を
當
村
に
招
來
申
し
た
事
は

餘
り
に
も
有
名
な
話
で
あ
る
。
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